
令和７年（2025年）1月 25日 第 327号（2）足 立 区 議 会 だ よ り

令和６年12月2日、3日、
4日に開会した本会議で
代表・一般質問を行いました。

令和６年12月2日、3日、
4日に開会した本会議で
代表・一般質問を行いました。

い
つ
か
は
訪
れ
る
大
災
害
に
備
え
て

【
問
】
都
が
見
直
し
た
首
都
直
下
地

震
等
に
よ
る
被
害
想
定
を
受
け
、
区

は
大
地
震
に
対
す
る
備
え
を
強
化
し

て
き
た
が
、
能
登
半
島
地
震
を
教
訓

に
、
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成
で
は

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
を
更
に
強
化

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
区
長
】
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
施

策
を
再
編
し
て
い
く
た
め
に
、
災
害

対
策
課
の
係
編
成
を
よ
り
実
効
性
の

あ
る
形
へ
と
再
編
す
る
。
特
に
、
災

害
が
長
期
化
し
た
場
合
に
最
重
要
と

な
る
避
難
所
運
営
の
充
実
に
つ
い
て

は
、
ト
イ
レ
の
整
備
計
画
を
担
当
す

る
係
長
を
配
置
し
、「
ト
イ
レ
」「
温

か
い
食
事
」
「
ベ
ッ
ド
」
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
空
き

ベ
ッ
ド
の
活
用
に
前
向
き
な
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
と
協
定
を
締
結
す

る
等
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
着
手

し
て
い
く
。

魅
力
あ
る
西
新
井
駅
へ
と
す
る
た
め
に

【
問
】
西
新
井
駅
西
口
に
お
い
て
、

交
通
結
節
点
と
な
る
駅
前
交
通
広
場

の
整
備
が
進
ん
で
い
る
が
、
用
地
取

得
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
東
武
鉄
道
の
駅
ビ
ル
、
南

街
区
の
再
開
発
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

【
都
市
建
設
】
令
和
６
年
11
月
末
現

在
、
10
画
地
中
３
画
地
の
用
地
取
得

が
終
了
し
て
い
る
。

　

東
武
鉄
道
の
駅
ビ
ル
に
つ
い
て
は
、

計
画
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
と
聞
い

て
お
り
、
引
き
続
き
早
期
整
備
に
向

け
東
武
鉄
道
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　

南
街
区
の
再
開
発
は
、
準
備
組
合

と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
地
権
者
の

意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
事
業
成
立
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

苦
境
に
立
つ
区
内
建
設
業
者
を
支
え
よ

【
問
】
近
年
、
建
設
業
界
は
建
設
資

材
の
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
、
深
刻

な
人
手
不
足
等
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
状
況
が
続
い
て
い
る
。
公
共
工
事

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
、
区

内
建
設
業
者
に
対
し
て
何
か
対
策
を

講
ず
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺
う
。

【
総
務
】
賃
金
・
物
価
水
準
の
変
動

に
伴
う
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
の

適
切
な
適
用
を
継
続
し
て
い
く
。

　

更
に
、
着
工
資
金
確
保
の
た
め
、

工
事
金
額
の
一
定
割
合
を
前
払
い
す

る
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
で
資
金
面

で
の
支
援
の
強
化
を
検
討
し
て
い
る
。

経
営
改
善
努
力
を
後
押
し
す
る
た
め
に

【
問
】
設
備
導
入
や
店
舗
改
修
等
を

通
じ
て
経
営
改
善
を
図
る
企
業
に
支

援
を
行
う
小
規
模
事
業
者
等
経
営
改

善
補
助
金
に
つ
い
て
、
我
が
党
は
令

和
７
年
度
以
降
の
拡
充
を
提
案
し
て

き
た
が
、
令
和
６
年
度
の
申
請
状
況

か
ら
見
え
て
き
た
課
題
と
令
和
７
年

度
に
向
け
た
方
針
を
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
課
題
の
一
つ
と
し
て
、

補
助
対
象
設
備
や
工
事
の
発
注
先
に

区
内
事
業
者
を
選
択
す
る
割
合
が
少

な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
令
和
７

年
度
は
区
内
経
済
活
性
化
を
図
る
た

め
、
区
内
事
業
者
を
選
択
す
る
場
合
、

補
助
率
と
補
助
上
限
額
を
優
遇
す
る

等
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
く
。

家
族
の
安
心
し
た
日
常
生
活
の
た
め
に

【
問
】
現
在
、
足
立
区
で
は
学
校
や

保
育
園
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
に

対
す
る
医
療
的
ケ
ア
を
、
た
ん
吸
引

等
の
４
種
の
ケ
ア
に
限
定
し
て
い
る

が
、
今
後
は
ケ
ア
の
メ
ニ
ュ
ー
を
拡

大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
ま
ず
は
令
和
７
年
度
の

実
施
状
況
と
安
全
体
制
を
検
証
し
な

が
ら
、
令
和
８
年
度
に
対
象
ケ
ア
を

拡
大
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

交
通
不
便
解
消
に
向
け
た
打
開
策
を

【
問
】
区
内
で
発
生
し
て
い
る
バ
ス

路
線
の
廃
止
や
減
便
等
の
状
況
を
踏

ま
え
、
現
在
策
定
中
の
地
域
公
共
交

通
計
画
の
中
で
交
通
不
便
解
消
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
交
通
対
策
】
地
域
公
共
交
通
計
画

で
は
、
持
続
可
能
な
移
動
手
段
の
確

保
に
向
け
、
区
・
交
通
事
業
者
・
区

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
目
指
し
て

【
問
】
運
賃
収
入
を
主
体
と
し
た
公

共
交
通
は
、
赤
字
の
場
合
は
減
便
や

廃
止
が
行
わ
れ
、
更
な
る
利
用
者
減

少
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

　

採
算
性
の
み
で
は
な
く
、
「
公
共

交
通
は
行
政
が
支
え
る
」
と
い
う
姿

勢
が
大
前
提
と
し
て
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
将
来
的
な
展
望
も
含
め
、

区
の
考
え
を
伺
う
。

【
交
通
対
策
】
自
治
体
に
は
、
採
算

性
が
低
く
民
間
事
業
者
の
み
で
は
公

共
交
通
が
脆
弱
な
地
域
を
補
完
す
る

役
割
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

利
便
性
と
採
算
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ブ
ン
ブ
ン
号
実
証
実
験
の
結
果
及

び
、
は
る
か
ぜ
協
働
事
業
や
足
タ
ク
、

地
域
内
交
通
導
入
サ
ポ
ー
ト
制
度
の

状
況
を
検
証
し
、
今
後
の
区
の
公
共

交
通
の
在
り
方
を
判
断
し
て
い
く
。

平
等
な
交
通
環
境
を
整
え
る
た
め
に

【
問
】
地
域
内
交
通
導
入
サ
ポ
ー
ト

制
度
の
利
用
料
は
足
タ
ク
500
円
、チ
ョ

イ
ソ
コ
200
円
の
予
定
で
あ
り
、
利
用

料
に
格
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。
区
は
、

地
域
の
個
人
・
事
業
者
か
ら
の
出
資

を
予
定
し
て
い
る
が
、
交
通
網
整
備

の
た
め
の
基
金
を
創
設
し
、
将
来
的

に
ど
の
地
域
の
事
業
に
お
い
て
も
利

用
料
を
平
準
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
交
通
対
策
】
利
便
性
の
異
な
る
交

通
手
段
の
利
用
料
平
準
化
や
基
金
の

創
設
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
、

財
政
負
担
の
増
加
も
予
想
さ
れ
る
た

め
、
寄
附
等
に
よ
り
地
域
交
通
を
支

え
て
い
け
る
よ
う
、
関
係
部
署
と
連

携
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
交
通
手
段
の
利
便
性
向
上
を

【
問
】
常
東
地
区
で
計
画
さ
れ
て
い

る
デ
マ
ン
ド
交
通
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」

の
実
証
実
験
は
、
予
約
方
法
が
ア
プ

リ
と
電
話
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
ア

プ
リ
を
使
用
で
き
な
い
場
合
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
商
店
や
コ

ン
ビ
ニ
等
に
協
力
を
依
頼
し
、
端
末

を
設
置
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
う
。

【
交
通
対
策
】
端
末
設
置
は
初
期
費

用
や
維
持
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら

実
証
実
験
当
初
か
ら
の
設
置
は
困
難

だ
が
、
利
用
者
が
多
い
施
設
へ
の
設

置
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

端
末
導
入
の
経
費
や
利
用
件
数
等
を

見
定
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

国
力
を
低
下
さ
せ
る
根
本
問
題
を
問
う

【
問
】
令
和
５
年
に
日
本
の
人
口
は

87
万
人
減
少
し
た
。人
口
減
少
に
よ
っ

て
「
国
力
」
が
落
ち
込
ん
で
し
ま
う

り
高
額
な
出
産
祝
い
金
に
す
る
等
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
施
策
を
行
え
ば
第

三
子
を
出
産
し
よ
う
と
思
っ
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
。

【
政
策
経
営
】
現
在
実
施
し
て
い
る

指
数
の
加
点
以
上
の
配
慮
は
、
保
育

園
の
定
員
と
の
兼
ね
合
い
で
困
難
で

は
あ
る
が
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き

い
と
さ
れ
る
多
子
世
帯
へ
の
支
援
は
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
こ
と

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

区
が
実
施
す
る
「
足
立
区
の
子
育

て
世
帯
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
結
果
か
ら
、
多
子
世
帯
へ
の
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
助
成
も
含
め
、
必
要
と

判
断
さ
れ
た
支
援
策
は
、
区
議
会
に

も
相
談
し
な
が
ら
令
和
７
年
度
の
早

期
に
補
正
予
算
を
計
上
す
る
等
、
可

能
な
限
り
速
や
か
に
実
現
し
て
い
く
。

民
等
が
協
働
し
て
取
り
組
む
だ
け
で

は
な
く
、
将
来
に
わ
た
る
多
様
な
担

い
手
の
確
保
に
向
け
た
土
台
づ
く
り

を
目
標
に
位
置
づ
け
る
予
定
で
あ
る
。

　

他
地
域
と
比
較
し
て
公
共
交
通
機

関
に
ア
ク
セ
ス
が
困
難
な
地
域
に
は
、

地
域
内
交
通
導
入
サ
ポ
ー
ト
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を

底
上
げ
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

逆
境
を
乗
り
越
え
る
力
を
得
る
た
め
に

【
問
】
逆
境
を
乗
り
越
え
る
力
で
あ

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
こ
と
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
お
い
て
困

難
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
壁
を
乗
り

越
え
る
た
め
の
一
助
と
な
る
。

　

子
ど
も
た
ち
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

含
め
た
非
認
知
能
力
の
向
上
に
は
、

家
庭
と
就
学
前
施
設
で
連
携
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
保
育
施
設
で

の
体
験
活
動
の
拡
大
等
、
具
体
的
な

事
業
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
子
ど
も
】
令
和
７
年
度
か
ら
就
学

前
施
設
一
園
あ
た
り
最
大
150
万
円
を

補
助
し
、
様
々
な
体
験
活
動
に
取
り

組
む
「
と
う
き
ょ
う　

す
く
わ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
本
格
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
従
来
の
絵
本
や
音
楽
活
動

の
推
進
に
加
え
、
こ
の
取
り
組
み
を

き
っ
か
け
に
就
学
前
施
設
で
の
体
験

や
経
験
を
家
庭
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

を
構
築
し
、
子
ど
も
の
非
認
知
能
力

の
更
な
る
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

が
、
区
の
考
え
を
伺
う
。

　

ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
っ
て
税
収
が
減
少
し
、
国
民
皆
保

険
制
度
を
含
め
た
社
会
保
障
制
度
も

立
ち
行
か
な
く
な
る
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
政
策
経
営
】
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
は
、
「
国
力
」
す
な
わ
ち
、
政
治

力
・
経
済
力
・
科
学
技
術
力
等
、
国

が
持
つ
総
合
的
な
力
の
低
下
や
、
税

収
の
減
少
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続

可
能
性
を
揺
る
が
す
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

区
の
将
来
を
救
う
た
め
の
目
標
を

【
問
】
区
は
過
去
に
、
区
内
の
出
生

率
の
目
標
を
1.4
に
す
る
と
発
言
し
て

い
た
が
、
令
和
４
年
は
0.9
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
区
は
今
後
、
出
生
率
の

目
標
を
い
く
つ
に
し
て
区
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

【
政
策
経
営
】
令
和
６
年
２
月
に
公

表
し
た
足
立
区
人
口
推
計
で
は
、
将

来
の
合
計
特
殊
出
生
率
を
、
中
位
推

計
で
令
和
４
年
の
1.06
と
同
等
で
推
移

す
る
も
の
と
し
て
い
る
が
、
今
後
は

高
位
推
計
の
1.3
へ
の
回
復
を
目
指
し

て
い
く
。

大
胆
な
施
策
で
出
生
率
の
向
上
を

【
問
】
第
三
子
に
は
保
育
園
入
園
に

お
け
る
指
数
を
加
点
し
、
無
条
件
で

入
園
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
共
に
、

第
三
子
以
降
を
出
産
し
た
際
に
は
よ

　

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、

区
政
全
般
に
つ
い
て
、
各

会
派
を
代
表
し
て
６
名
の

議
員
が
代
表
質
問
を
行
い
、

各
会
派
６
名
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

以
下
、
そ
の
要
旨
を
掲

載
し
ま
す
。

　

な
お
、２
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
各
質
問
者
の
録
画

映
像
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

代
表
・
一
般
質
問

足
立
区
議
会
自
由
民
主
党

　
　

自
由
民
主
党　
　

か
ね
だ　
　

正　

議
員

心
か
ら
安
心
を
実
感
で
き
、

住
み
や
す
い
ま
ち
足
立
区
を
‼

　
　

自
由
民
主
党　
　

杉　

本　

ゆ　

う　

議
員

地
域
内
交
通
を
よ
り
充
実
さ
せ

交
通
空
白
地
域
を
解
消
せ
よ

　
　

自
由
民
主
党　
　

白　

石　

正　

輝　

議
員

超
少
子
社
会
に
対
す
る
政
策
と

出
生
率
向
上
を
め
ざ
し
た
対
応

足立福祉（＝足立福祉事務所）、げんき（＝こども支援センターげんき）･･･各所長　エリア（＝エリアデザイン推進）、未来（＝あだち未来支援）、高齢者（＝高齢者施策推進）、道路公園（＝道路公園整備）、建築･･･各室長


